イスラエルへの動物輸入について

1. 家畜疫病予防法5734 – 1974 “動物輸入について” により、イスラエルへの動物の輸入にはイスラエル農業・農村開発省の獣医サービス室長 (Director of the Veterinary Services in the Ministry of Agriculture and Rural Development) の輸入許可証が必要となる。

2. イスラエルへの動物の輸入は次の通関港においてのみ許可されている:ベングリオン空港、ハイファ港、アシュドッド港、エイラット港。

3. 動物の輸入には、イスラエル到着の10日以内に発行された、その動物の出生国の政府公認獣医師の署名が入った健康証明書が必要となる。添付書類Aを参考とし、輸入許可書の添付が必須である。

4. 犬および猫はイスラエル到着時に生後4カ月以上でなければならない。但し、オセアニア、グレートブリテン、日本、キプロスからの輸入は生後3か月であってもよい。これらの国から輸入する犬に関しては、狂犬病の予防注射を受けていない場合、イスラエル到着後5日以内に受けなくてはならない。

5. 飼犬管理法5765 – 2004 “危険犬種の輸入について” により、危険犬種に属する犬や、危険犬種との交配種、危険犬種と同様の行動パターンや身体的特徴を示す犬を輸入することを禁じる。獣医サービス室長の許可証が添付されている場合は、例外として上述の法令から除外となる。

危険犬種:アメリカン・スタッフォードシャー・ブル・テリア、ブル・テリア、      ドゴ・アルヘンティーノ、土佐犬、スタッフォードシャー・ブル・テリア、ピット・ブル・テリア、ブラジリアン・ガード・ドッグ、ロットワイラー

6. すべての犬および猫は、ISO規格11784およびISO規格11785(添付書類A)に準拠したマイクロチップリーダーで読み取ることが可能な、周波数134.2kHzの皮下電子チップを装着しなければならない。電子チップがこれらの規格に準拠していない場合、輸入者または輸入者の代理人はそれを読み取るための別の手段を用意する必要がある。但し、規格外の電子マイクロチップはイスラエルの法規定に準拠していないため、注意しなければならない。


7. すべての犬および猫の輸入には、第3項にあるように、下記事項を記載した健康証明書が必要となる。

>検査時には伝染病または感染症の症状は見られなかった。
>イスラエルに到着する30日以上前かつ1年以内に狂犬病の予防接種を受けている。
>狂犬病の予防接種を受けてから30日以上経過後に、国際獣疫事務局(OIE)指定の研究機関にて、指定の獣医師のよる血清検査を受け、狂犬病の中和抗体価が0.5 IU / mlもしくはそれ以上である。

8. 動物の輸入者/所有者は、飛行機/船舶へ積込む2営業日前までに通知書(添付書類B)および貨物に添付する健康証明書のコピーを、通関手続地の獣医サービス室宛にファックス送信しなければならない。また、同獣医サービス室により承認されるまで貨物を出荷してはならない。


9. 持ち込み手荷物の一部として輸入される犬および猫(最大2匹まで)は、上記の第2項から第7項までの規定を満たす場合、獣医サービス室長からの輸入許可証の取得が免除される。取得免除には、イスラエル到着の10日前までに発行された出生国の政府公認獣医師の署名入り健康証明書(輸入対象が健康かつ伝染病に感染していないことが証明されたもの)が必要である。

[bookmark: _GoBack]また、輸入対象である動物がイスラエル到着の最低90日前まで所有されていたという所有者の申告書(添付書類C)を証明書に添付しなければならない。なお、持ち込み手荷物として輸入する場合には、第8項に記載のある詳細書類の提供が必要となる。

10. 輸入対象の犬および猫が到着時に健康で、すべての必要書類が用意されていれば、イスラエルでの検疫期間を必要としない。

11. 獣医サービス室の要求が完全に満たされなかった場合、輸入対象の犬や猫は獣医サービス室長の判断により出生国への返送、処分、あるいは検疫施設への移送の処置がとられることとなる。

12. 輸入対象動物の返送、安楽死処分、または検疫施設への移動や滞在に伴うすべての費用は、輸入業者/所有者が負担することとなる。政府公認獣医師の判断により、検査、予防接種、特別治療が必要と判断された場合も同様である。


ベングリオン空港  FAX: +972-3-9485869
ハイファ港  FAX: +972-4-8622455
アシュドッド港  FAX: +972-8-8565673
エイラット港  FAX: +972-8-6323054
